第４回学校適正配置第五中学校区地域検討委員会　会議概要
○　日　　時　　平成２７年５月２６日（火）　午後７時００分～８時１５分
○　会　　場　　西郷地区農林活性化センター
○　次　　第　　１．開　会

　　　　　　　　２．挨　拶
　　　　　　　　３．議　事
（１）報　告
　　　　　　　　　　　　①学校適正配置の検討状況

　　　　　　　　　　　　②大山地区の意向
　　　　　　　　　（２）地域検討委員会としてのとりまとめについて
　　　　　　　　　（３）学校再編計画（案）について
　　　　　　　　　（４）今後の進め方について
４．その他

５．閉　会

○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　　　２人

○　審議事項
（１）報告
　　①学校適正配置の検討状況

　　（事務局説明）
・前回（26.12.15開催）以降の経過について説明
　　　②大山地区の意向
　　　（報告）

　　　　　まずは、大山小学校ＰＴＡの平成２６年度会長から大山自治会長あてに、平成２７年３月５日に行われたＰＴＡ理事会で、大山小学校と加茂小学校の統合について賛同の意向を確認した旨の報告があった。また、年度が変わった平成２７年度の新ＰＴＡ会長からも、統合に賛同の意向を再度確認した旨の報告があった。
　　　　　大山地区としては、加茂小学校区懇談会からの「平成２９年４月に大山小学校と統合する」ことで最終的な決断がなされた旨の報告を受けて、大山小学校説明会、出羽商工会大山支部幹事会、大山小学校同窓会理事・評議員会、第３回大山地区説明会、大山小学校ＰＴＡ総会等を開催し検討した。この度、４月２８日に開催された大山自治会最高決議機関である「平成２７年度鶴岡市大山自治会評議員会」において、大山小学校と加茂小学校の学校統合について質疑を行い、表決の結果、賛成多数で原案通り承認された。
　　　（①及び②について質疑・意見）
　　　　・１月２９日と３月２９日に大山地区説明会を行っているが、まだまだ説明会が必要なのではないかと感じているが、今後説明会の開催はないのか。
　　　　・大山地区の中には、大山小学校も一旦閉校することに納得していない方もいる。

　　　　・大山地区に対する説明会は、全部で３回行っている。夜や昼に開催したが、いずれも参加者が少ない状況であった。このような状況のため、自治会としては、自治会や同窓会、ＰＴＡ等の意向を重視するということで進めてきた。
　　　　・自治会の理事会や評議員会では、学校統合という意味について面白くないが、それでも皆で決めたことに従うという意見と加茂小学校は大山小学校に来るべきだという意見が出された。その他に特に質問や意見はなく、統合賛成と決議された。
　　　　・閉校については、今後統合準備委員会の中で検討していくことになっている。教育委員会からも説明がされている。
　（２）地域検討委員会としてのとりまとめについて
　　　（結論）

　　　　・加茂小学校と大山小学校は、平成２９年４月に統合する。
（３）学校再編計画(案)について

（事務局提案）
　　　　下記の学校再編計画案の承認をもって、統合の最終合意とする。
　　　１．学校統合について

　　　　　　加茂小学校、大山小学校の２校は統合する。
　　　２．統合の時期

　　　　　　平成２９年４月１日に統合し、新校として開校する。
　　　３．統合新校の位置
　　　　　　統合新校は、大山小学校の位置とする。

　　　４．統合準備委員会の設置について

　　　　　　懸案事項など調整すべき課題については、当該校の関係者からなる統合準備委員会
　　　　　　を組織し、同委員会において協議する。

　　　５．配慮事項

　　鶴岡市並びに教育委員会は、児童及び保護者、地域住民の不安や要望等に極力配慮
していくこととする。

（質疑・意見）
　　　　・統合新校の位置は大山小学校の位置とする、とはどういう意図か。
　　　　・先ほど、大山小学校が統合によって閉校になるのかどうかとのお話があったが、これまでの会議では、対等統合という説明があったと記憶しているが、他の中学校区ではどのような対応だったのか。
　　　　・統合準備委員会での検討事項になっている校名について、大山という地名がついた公的な施設がなくなりつつある。加茂の場合、水族館や高校がある。ぜひとも大山という名前を残してもらいたい。
　　　　・統合準備委員会については、当面の課題は加茂小と大山小の統合であるが、もう少し先のことを考え、西郷地区や湯野浜地区を含めた五中学区という視点で考える必要もあるのではないかと思う。ましてや感情的になっては駄目だと思う。これまでの大山での検討状況としては、説明会への参加も少ない、町内会長の意見も住民の意見を吸い上げたものではないと心配しているが、その点を大切にして、将来の五中学区の子供達のことを考えて進めていくべきと考える。
　　　（事務局回答）
　　　　・統合した学校の位置は、加茂小学校ではなく、大山小学校に新しい学校が設置されるということである。
　　　　・これまで統合を進めてきた学校では、いずれも統合する学校、その相手となる学校共に一旦閉校し、新校を設置するという形であった。これは、教育委員会としての基本方針と位置づけている。閉校について補足すると、閉校式をする、しないを含めて、その持ち方、あり方については各学校の判断にお任せする部分がある。閉校式のスタイルとして教育委員会が規定をしたものはないので、統合準備委員会の中で確認させていただければと思う。
　　　（結論）
　　　　・学校再編計画（案）を承認する。
（４）今後の進め方について

（事務局説明）

　　　　・統合準備委員会の構成・検討内容等について説明。

（質疑・意見）
　　　　・統合準備委員会でどのようなことを協議しているのかを把握した上で、委員の人選等が出来ればと思う。これまでの学校の議事録などを事前にいただきたい。
　　　　・事前協議ではどのようなことを話し合うのか。内容によって事前協議に出席する人を決める必要がある。
　　　　・幹事会（＝事前協議）のメンバーは決まっているのか。
　　　　・先ほど、五中学区を視野において検討してはどうかとの意見があったが、統合準備委員会に湯野浜地区と西郷地区から入る予定はないということでよいか。
　　　　・統合準備委員会はより具体的な話し合いなので、加茂と大山でいいと思うが、その前提となる人選とか組織のことを話し合う場合、より将来のことを考えれば他の地区の方も入った方がよいのではないか。

　　　　・将来的に五中学区をどうするのかということもあるが、今回は加茂小学校と大山小学校の統合なので、当事者同士の話し合いでよいのではないか。
　　　　・統合準備委員会に総務部会と学校部会とＰＴＡ関係部会があるが、どのように検討していくのか。
　　　　・総務部会の検討項目の中に放課後子ども教室があるが、統合になっても各地区で続けていくということか。
（事務局回答）
　　　　・６月８日以降に開催予定の事前協議つまり幹事会での検討内容は、統合準備委員会の持ち方、特に委員の構成について、例えば一方は同窓会があるが一方はないという状況なので、委員選出団体や人数をどうするかを確認していただきたい。委員選出の枠組みが決まってから、具体的な声掛けをしていくことになると考えている。
　　　　・幹事会のメンバーについては、昨年１１月にも幹事会を開催し、大山地区からは自治会長、同副会長、同事務局長、ＰＴＡ会長、ＰＴＡ前会長、同窓会長の６名、加茂地区からは地域検討委員会の委員と自治振興会事務局長の７名より出席いただいた。今回も同じように開催したいが、役職交代等もあるかと思うので、両地区自治会長に相談して決めたい。
　　　　・統合準備委員会は、あくまで統合する学校同士で構成してもらうことになり、湯野浜・西郷地区からは入らない形になる。
　　　　・統合準備委員会での検討の仕方としては、まず部会をそれぞれ２ヶ月に１回開催し、その結果を携えて翌月に統合準備委員会、全体会に報告していただき、統合準備委員会全体で合意形成を図り、全委員が共通認識を持ちながら進んでいくという形を考えている。
　　　　・放課後子ども教室は、国の補助などを受けて実施しており、原則、小学校区に１つということであるが、学校統合が進んでいる中で、統合した学校については、旧校単位での設置も可能である。両地区で実施することも踏まえながら、今後放課後子ども教室あるいは学童保育をどうしていくのかも統合準備委員会の中で話し合っていただきたい。
（結論）
　　　　・第五中学校区地域検討委員会は本日をもって解散し、新たに２校の関係者による統合
準備委員会を設置し、具体的な課題や調整の協議を進めていくこととする。
　（５）その他

　　　（質疑・意見）

　　　　・今回の計画で、統合しないと決めた学校があったが、その学校は今後どうなっていくのか。二次的な計画がどのように進んでいるのか。

　　　　・大山地区での３回目説明会の資料の中に、閉校の捉え方として、創立の年数は大山小学校の年数を継承、卒業証書の番号は新たに付番とあったが、矛盾があると感じている。一番心配なことは、先ほど閉校の取り扱いをどうするかは学校の判断に任せると説明があり、教育委員会は関与しないというように理解したが、現実的には足並みが揃っているか疑問があるので、教育委員会からうまく調整してもらわないと問題が出てくると思う。
　　　（事務局回答）

　　　　・今回の学校適正配置基本計画の検討対象校は１４校で、いずれも複式学級が発生している学校である。そのうち１１校の統合が決定して３校が見送り、２８年度までは統合しないとの地域の結論を得ている。この３校とは、鶴岡地域の栄小学校、藤島地域の長沼小学校、羽黒地域の羽黒第一小学校であるが、いずれの学校も複式学級という状況は今後も変わらないため、教育委員会としては複式学級の解消という課題に対し、第二期の計画を現在策定しているところである。第二期計画は、有識者懇談会を立ち上げ、その中でご意見等をいただきながら、本年の９月・１０月には策定し、周知をしていく。そして、２８年度から速やかに実施できるようにしたい。２８年度からの計画期間が何年になるかはこれからの検討になるが、今回見送りとなった３校については、その中で完了する方向で推進していきたい。
　　　　・教育委員会として、閉校の取り扱いについて地元に丸投げするつもりはなく、これまで統合した例を参考にしながら、一緒に考えていきたい。また、校歴の継承については、過去に学校統廃合を経ていても、創立は明治何年としている学校があるので、大山小学校においても２９年に統合しても校歴は１４０何年としても差し支えないと考えている。大山小学校は廃校になるのではなく、学校の歴史が終わるわけではないと考えている。一旦閉校という形はとるが、今後の大山小学校のあり方は、統合準備委員会の中で、加茂地区と一緒に考えていただければと思う。なお、統合準備委員会の決定内容は、逐次チラシを配布させていただき、住民の方々には統合準備の決定経過と並行しながらご理解を深めていただく形で進めていきたい。
